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♪Rotary Songs  それでこそロータリー 

 

あゲスト・ヴィジターあ 

 なし 

 

あ会 長 挨 拶あ長会 長 :  石川 俊洋 君 

先週、富士宮市管工事協

同組合の総会を兼ねた研修

旅行で 埼玉県春日部市に

ありま す『首都圏外郭放水

路』 巷では、防災地下神殿 

と呼ばれ国土交通省関東地

方整備局 江戸川河川事務

所の管轄でその名の通り首都圏 主に利根川流域と

その支流の河川の氾濫に備えた放水路で関東平野

の低い地域の洪水による災害に対応するもので、国

道 16 号線の地下 50ｍに建設され河川からあふれる

水を集める直径平均 30ｍ、深さ平均 68ｍの立坑が５

本あり、それをつなぐ直径１０ｍのトンネルで形成され

ておりトンネルの全長は、6.3ｋｍに及ぶ、最終的に水

は地下にある調圧水槽に集められポンプにより江戸

川に放流され東京湾に流れる、この調圧水槽が『防

水地下神殿』とよばれ、長さ 177ｍ高さ 18ｍ幅 78ｍあ

り水槽の浮上防止のために幅 2ｍ長さ 7ｍの楕円形

で高さが 18ｍ重さが 500ｔあるコンクリートの柱５９本

で支えられている、この水槽の底に降りて中を見学で

きるのだが本当に圧巻される、古代ローマや、ギリシ

ャの神殿を思わせるコンクリートの柱が立ち並び写真

や、動画撮影もできる。 

 

 

東京、埼玉辺りは徳川家康が江戸入りした頃からの

埋め立ての歴史で、海抜ゼロメートル地帯もいまだに

点在しています、そのため大きな台風や最近のゲリラ

豪雨などで多く井の水害が起きています。この放水

路は、着工が１９９３年、一部通水が２００２年、２００６

年に全区間が供用開始され、一部通水からの２３年

間で年平均７回ぐらいの稼働があり稼働してからはこ

の流域の水害が抑えられているそうです。 

河川の水と一緒に泥も集められてしまうはずです

が、見学した時水槽の底はわずかに水が溜まってい

るだけで、普通のスニーカーで歩けるようになってい

ました、職員の説明によると 泥が大量にたまってし

まったときには、地上からブルドーザーを下せるよう

になっておりブルドーザーで泥をかき集めポンプで

吸い上げるそうです、それでも残る泥は、見学者の為

に手で掻くそうです。 

しかし・・・日本のインフラの技術は果てしなく不可

能を可能に変えてしまう魔法のような技術だと痛感し

ました。私たちが見学し

た日は、私たち以外のグ

ループは全員インバウン

ドでしたが、日本人もこ

の日本が誇る技術をもっ

と知るべきだと思いまし

た。ネットで予約できるそ

うなので一度見学してみ

てはいかがでしょう。 

 

例会場 富嶽温泉  花の湯       例会日 毎週金曜日 月の最終週は夜間  
事務所 〒418-0003   静岡県富士宮市ひばりが丘８０５ 富嶽温泉 花の湯内  公式ＨＰ http://fujinomiya-west-rc.com/ 
TEL 0544-28-1126  FAX 0544-25-8182    Mail  fujinomiyawestrotary@mountain.ocn.ne.jp 

石川 俊洋 会長  



 

あ幹 事 報 告あ   幹 事    大谷 裕也  君 

＊別紙幹事報告書参照 

 

あ出 席 報 告a 

欠席者：※外木規之君、※近藤憲司君、※堀水東志夫、

渡邉奈津実君、竹田浩富君、若林眞治君、遠藤克彦君、

近藤千佳君  

あ本日のお祝いあ 

会員誕生日 後藤憲治君（S23.6..4） 

 

あス マ イ ルあ 

○梅雨入りしてしまったような天候が続きます。今年は暑く 

ならないことを祈ります。        …石川俊洋君 

〇病気治療していると色々あります。なんとか元気になりま 

した。                 …貫名英舜君 

 

あクラブ協議会あ 
地区研修・協議会報告   

次期会長 伊原 謙治 君 

 4月20日（日）に行われた地区

研修・協議会報告に ZOOM により

参加した報告をします。大筋の

主要プログラムは、本会議（メ

インセッション）→分科会→本

会議（メインセッション）の順で行われました。 

最初の本会議（メインセッショ）は各役員の紹介、

挨拶。続いての分科会は各委員会に分かれての研修。

最後の本会議（メインセッション）は各分科会のリー

ダー・サブリーダーによる報告です。 

最初の本会議（メインセッション）ではロータリー

コーディネーターの野口英一さんの基調講話がありま

した。テーマは「次期 RI 会長メッセージと主要事項

に見る新しい方向性」です。今までの RI 会長は、テ

ーマはご本人が決めていたのに対し、今度の RI 会長

マリオさんのメッセージ、UNITE FOR  GOOD（よいこ

とのために手をとりあおう）は RI の理事会で決めた

そうです。また、テーマとメッセージの違いの説明な

どを含めロータリーが少しずつ変化していることを説

明していただきました。会員の増強に関しては、自分

のクラブが魅力的でなければ誰も入らない、また変化

する世界に適応するクラブを作ってほしいと話されま

した。 

 

ロータリー財団＆米山委員会 分科会報告 

    委員長 遠藤 壽男 君 

ロータリー財団の使命は、ロー

タリアンが、健康状態を改善し、

教育への支援を高め、貧困を救済

することを通じて、世界理解、親

善、平和を達成できるようにすることです。財団への

支援を通じて、ロータリアンは、人々の生活向上に貢

献する力を得ることができるのです。 

 

・年次基金寄付150ドル 

・ポリオプラス基金寄付30ドル 

・ベネファクター各RC1名以上ロータリーカード加入

推進 

・地区補助金、グローバル補助金の積極的な活用 

 

ロータリー米山記念奨学事業とは、全国のロータリ

アンからの寄付金を財源として、日本で学ぶ私費外国

人留学生に奨学金を支給し、支援する国際奨学事業で

す。将来、日本と世界とを結ぶ「懸橋」となって国際

社会で活躍し、ロータリー運動の良き理解者となる人

材を育成することが事業の使命です。 

 

・世話クラブ・カウンセラー引き受けなど奨学生支援 

・普通・特別寄付合算で16.000円以上の寄付推進 

 

公共イメージ向上委員会 分科会報告 

委員長 渡邉 奈津実 君 

４月 20 日（日）にオンライン開催された地区研修・

協議会では、次期地区公共イメージ委員長で昨年当ク

ラブにも卓話で来訪された伊東西ロータリークラブの

梶原幹人さんからお話がありました。 

① My ROTARYの登録率アップと活用の推進 

② ラーニングセンターの活用 

③ ビジュアルアイデンティティの応用 

④ 地区委員会との連携 

2025年5月現在での地区会員数は2855名。今期首の会

員数は2860名だったので5名減。マイロータリーの登

録率は現在63.68％で、期首は63.57％だったので微増

 会 員

数 

計算会員

数 

出席 欠席 M U 比率 

今 週 19 15 10 7 0 62.5％ 



 

です。登録率目標は80％で、富士宮西ロータリークラ

ブにおいては、期首は 19 名中 4 名が未登録で登録率

78.95％だったのが、5月現在は18名中2名未登録なの

で、88.89％となり目標はクリアです。登録にご協力

いただいた皆さんありがとうございました。新しく

「ジャパンポータルサイト」の案内がありました。こ

れはロータリー活動にまつわる資料やリンクが集約さ

れたサイトで、3 年計画のプランや資料、指針、アク

ションプランなどすべて閲覧・ダウンロードできるよ

うになっています。会長・幹事を始め、会員増強や研

修委員会の活動の基となる情報が集約されていますの

で、積極的に活用してください。検索エンジンではヒ

ットせず、2620地区ページのリンクからジャンプする

か、QRコードを読み込む、直接アドレスを入力してア

クセスするしかありませんので、またLINEや会報でア

クセス方法を周知したいと思います。3 つ折りパンフ

レットの活用もお願いします。広報活動のアイテムと

して昨年地区内で配布されました。現在、唯一の広報

ツールとなりますので、イベント参加時に使用してい

ければと思います。広報活動で新しいアイデアや困っ

たことがあればいつでも相談してくださいと、とても

親身になった活動姿勢で安心できました。引き続きク

ラブ公共イメージ向上のため努めますので、ご協力お

願いします。 

国際奉仕委員会 分科会報告               

片岡 博昌 君 

奉仕活動委員会 アドバイザー；浅原諒三PG、統括

委員長；市川浩透、副委員長（国際奉仕担当）浜松東

R清水剛さん。以下島田R、伊東RせせらぎR伊東西R

の 4 名。ロータリークラブの大きな魅力は国際的な奉

仕活動であります。国際奉仕チームは2620地区の国際

奉仕事業のプラットホームになることを目標に、活動

していきます。  

① 地区内クラブの国際奉仕の活動を支援・協同参画

推進。国際奉仕事業の相談窓口 
ロータリー財団（グローバル補助金担当）の紹介 

国際奉仕事業を行なっているクラブ活動の収集・

共有。 

国際奉仕事業にクラブが触れる機会の提供（GG ツ

アー・事業協同参画） 

② 3350 地区と 3820地区との友好地区協定の締結、グ

ローバル補助金事業推進 

3350 地区；タイ・ベトナム・カンボジア、ミヤン

マー3820地区；フリピン中心部 

両地区グローバル補助金奉仕事業のパートナーシ

ップ紹介 

2620 地区グローバル補助金奉仕事業のパートナー

クラブ探しのサポート 

両地区内で行う国際奉仕事業のサポート 

両地区内とのメンバー交流（必要に応じて） 

姉妹RC締結に関するサポート 

ミヤンマーに対する支援 

 

国際奉仕チームは奉仕活動委員会に属してロー

タリーの中核をなす３ツのチーム；職業奉仕チー

ム、社会奉仕チーム、国際奉仕チームです。国際

奉仕チームは国際事業の相談、橋渡しなど、なん

でも相談にのります。またロータリーの基本理念

の動画の提供、合同奉仕事業への同行その他 奉

仕活動委員会にお問い合わせください。 


